






1) 二次側の設置圧力範囲は一次側圧力の0.1MPa以下で行ってください。

   圧力降下が大きくなる場合があります。

2) 圧力調節はロックを解除してから行ってください。圧力調整ノブをロックした

   状態で無理に操作すると破損する恐れがあります。

3) ノブは設定圧 0MPaの状態からさらにL方向(減圧方向)へ回転させないで

   ください。ノブのロックができなくなります。

4) 使用条件や配管条件によっては一次側と二次側の圧力差が0.7MPa以下の

   場合でも二次側圧力の脈動や発振音が生じることがあります。

   このような場合には一次側圧力を下げて使用してください。

   それでも脈動や発振音がおさまらない場合は、当社にご連絡ください。

5) 圧力設定時には、二次側の方向切替弁を数回切り替えて設定圧力を確認

    してください。確認を怠ると設定圧力が大きく変化する場合があります。

6) レギュレータの一次側で方向切替弁を使用してON・OFF作動は設定圧力の

   変化が大きくなるため、方向切替弁はレギュレータの二次側への設置を推奨

   します。一次側圧力をOFFからONにした際は、設定圧力を確認し再調整して

   ください。






















